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2010 年 4 月 

２０２５年４月リリースの B-MOS の最新バージョン「B-MOS2025」の追加機能をご紹介します。 

２０２４年４月リリースの 2024 から様々な機能や部品データ追加などのアップデートを行ってきた更新内容、２０２５年 

4 月リリースの新機能を抜粋して一覧にしましたので、ご確認の上、是非とも最新の B-MOS にバージョンアップして下さい。 

 

2025 年 4 月 1 日～建築基準法改正 

構造基準の改正に対応！ 
 

 ハウストラ   構造チェッカー   壁量計算  が新たな構造基準に対応します! 
 
2025 年 4 月 1 日より、いよいよ建築基準法が改正となります。 
4 月以降は小規模の木造住宅・建築物については省エネ化等による重量化に対応するため、建築基準法施行令等の改正 
を行い、壁・柱等の構造基準が見直されます。 
 
B-MOS では新たな構造基準での計算に対応するため、【ハウストラ】・【構造チェッカー】・【壁量計算】の 
3 つのプログラムを大幅アップデートしています! 
 
 

（１）必要壁量基準の見直しに対応  ハウストラ   構造チェッカー   壁量計算  
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

建築物の荷重の実態に応じた床面積に乗する数値の算定に対応 
入力したプラン内容に応じた荷重が自動的に設定され、その荷重を基にして、算定式より地震力に対する必要壁量の 
算定を行います。 
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（２）存在壁量基準の見直しに対応  ハウストラ   構造チェッカー   壁量計算  
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

準耐力壁等（準耐力壁と腰壁・垂れ壁）を含めた存在壁量の算定に対応 
入力したプランの状況によって、内壁や腰壁、垂れ壁など準耐力壁等の条件を満たすものは自動的に存在壁量に含めて 
算定を行います。（必要壁量の 1/2 「超える」 or「以下」をチェック） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）筋違の壁倍率低減に対応 
  ハウストラ   構造チェッカー   壁量計算  

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

階高が 3.2m を超える場合の 
筋かいの低減係数 

階高が 3.2m を超える場合、通常の壁倍率に 
低減係数αh を算出し、値が 1 未満であれば、 
筋かいの倍率を低減した値で算定を行います。 
（面材は低減されません。） 
 
 
 
 
 

（４）高耐力壁の計算に対応 
    ハウストラ   構造チェッカー   壁量計算  
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

壁倍率の上限を 5 倍から 7 倍に変更 
壁倍率の合計が 7.0 倍を超える場合は、 
合計が 7.0 倍となるよう壁倍率を調整します。 
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（５）柱小径基準の見直しに対応  構造チェッカー   壁量計算  
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

① 柱の小径と有効細⾧比の確認 
入力したプランの情報から、各階の単位面積あたりの負担荷重を算出し、必要な柱の小径を算定します。 
また、同時に柱の有効細⾧比の判定も行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② より精緻な算定式による検証 
柱１本１本の材種・強度や荷重負担面積から「柱の座屈検討」を行い 、柱の必要小径を算定します。 
また「柱の有効細⾧比の検討」による柱の必要小径を求め、大きい方の小径を柱の必要小径に決定します。 
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（６）柱のチェック機能 
          構造チェッカー   壁量計算  

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

柱の負担面積のチェック 
柱が負担する床面積を「柱負担面積図」として確認する 
ことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

負担面積最大柱の確認 
各柱の中で、負担面積が最大となる柱を確認することが 
できます。 
柱の小径のチェック上問題ない柱としても、状況を確認 
しながら、該当する柱の負担面積を減らす、柱の強度を 
強くするなど、より安全な設計の検討が行えます。 
 
 
 
 
 

 法改正に関する B-MOS 対応一覧表  
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 
法改正に伴う B-MOS での対応内容は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025年改正 改正項目 改正内容 ハウストラ 構造チェッカー 壁量計算 備考

建築物の荷重の実態に応じた必要壁量の算定 ● ● ● 入力プランから自動で算定（荷重の追加・変更可）

 ※早見表の利用 × 任意入力 任意入力 早見表で求めた係数を任意で入力

 ※計算ツールの利用 × 任意入力 任意入力 計算ツールで求めた係数を任意で入力

存在壁量に準耐力壁等を算入 ● ● ●

 ※必要壁量の1/2以下の場合の算定 ● ● ●
四分割法、N値計算には算入しない

ただし、壁倍率が1.5倍を超える準耐力壁等は算入

 ※必要壁量の1/2超えた場合の算定 ● ● ● 四分割法、N値計算に算入する

 ※算入する・算入しないの設定 ● ● ●

階高3.2m超の場合の筋かいの壁倍率低減 ● ● ●

高耐力壁（上限7倍）の計算 ● ● ●

7倍を超える場合は7倍に調整

N値計算、座屈の検討、めり込みの検討、基礎の検討などは

実倍率で計算

建築物の荷重の実態に応じた柱の小径の算定 座屈計算 ● or 座屈 ● 入力プランから自動で算定

 ※早見表の利用 × × ×

 ※計算ツールの利用 × × ×

準耐力壁等を算入 － ● ● ハウストラは、N値計算法に準拠した計算方法によって算定

階高3.2m超の場合のN値の補正 － ● ●

仕様表 仕様表の作成 × ● ●

構造計算対象の
見直し

規模：3階、2階以下
   300㎡超
高さ：高さ16ｍ以下

簡易な構造計算（許容応力度計算：ルート1） ● × ×

床組等のチェック --- ● ● × 建築物の重量化に伴い、設計上の配慮を行うことが望ましい

接合部のチェック --- ● ● × 建築物の重量化に伴い、設計上の配慮を行うことが望ましい

基礎のチェック --- ● ● × 建築物の重量化に伴い、設計上の配慮を行うことが望ましい

横架材のチェック --- ● ● × 建築物の重量化に伴い、設計上の配慮を行うことが望ましい

構造安全性の
配慮事項

必要壁量の基準

存在壁量の基準

柱の小径の基準

N値計算

壁量基準等の
改正
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より自分好みの土台伏図を作成可能！ 

土台継手の有無と方向の設定を追加！ 
  

構造図自動作成で土台伏図の継手の有無と方向が設定できるようになりました! 
 

【構造図】の「構造図自動作成」にて土台伏図を自動 

作成する際に、土台の継手の「有無」と「オス」「メス」 

の方向を設定できるようになりました。 

この機能を使う事で、より自分好みの土台伏図を素早く 

作成する事ができるようになります! 

 

 

 

JWW や DXF データをトレース！ 

平面図に下図を取り込む機能を追加！ 
 

平面図に JWW、DXF データを下図として 

取り込む事ができるようになりました! 
 

【平面図】に JWW や DXF データを下図として取り込む 

事ができる機能を追加! 

下書き用のデータを取り込む事によって、上からなぞって 

入力する事ができるので、B-MOS で入力したいプランデータ 

が JWW や DXF データとしてすでにある場合に便利です! 

 

 

  平 面 図  
●耐力診断、耐力壁量のダイアログで、床面積に乗ずる係数を手動で入力できるようになりました。 

●[部品]コマンドでの「図形名称検索」の機能をさらに強化しました。 

①全角半角を区別せずに検索 

②検索したリストに 2D・3D のプレビュー画像を表示 

③直前に検索した部品名称を記憶 

●外部垂壁の基準高さを従来の床面基準から、GL 基準(2 階以上の場合は桁天端)に設定できるようになりました。 

●筋違の入力画面に[筋かいの登録]ボタンを追加し、筋違・制震ダンパーなどの追加登録ができるようになりました。 

 

  法規チェック  
●採光計算での有効採光率が変更できるようになりました。 

これにより令和 5 年 4 月 1 日施行の住宅採光の緩和に対応できるようになり、住宅では通常「1/7」で計算する所を、 

居室用途により「1/5」や「1/10」「1/20」で計算する事ができるようになりました。 

●採光計算時に奥行きが 2ｍ以上の軒出・屋根・庇・バルコニーがある場合、採光補正係数を設定できるようになりました。 
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  U 値η値計算  
●土間床部の断熱仕様を外気側、その他(=建物内部)側で別々に設定できるようになりました。 

●計算書をユニ CAD へ転送する時、U 値η値計算プログラムの画面を終了しなくても転送できるようになりました。 

●天井高が 4.2m 以上となる場合、居室区画面積図に仮想床があるものとみなして面積加算できるようになりました。 

●全体設定画面の床断熱に、基礎天端～1FL の境界部分を「外気側／加算する」「室内側／加算する」のチェックボックス 

を追加しました。 

 これにより床断熱と基礎断熱の境界部分を床断熱があるものとみなし、別途外壁見付図に加算しないように設定する 

事が可能になりました。 

 

  壁量計算  
●必要壁量に割増係数を乗じた計算ができるようになりました。 

●上部メニューに[再計算]ボタンを追加しました。 

●床面積に乗ずる数値を任意で数値設定できるようになりました。 

●各面積の計算を小数第 7 位までに変更しました。(以前は第 4 位まで) 

 

  敷 地 図  
●上部メニュー[設定]-[システム構成] に「測量基準点位置表示(GPS のみ)」のチェックボックスを追加しました。 

●上部メニュー[設定]-[グリッド設定] でグリッドの「表示・非表示」、「方眼・点」、色の変更ができるようになりました。 

 

  ユニ CAD  
●作図中に DXF データ等を読み込んだ際、DXF データ等のレイヤー名称を優先するか、現在のレイヤー名称を保持するか 

を選択できるようになりました。 

●新規および作図中に DXF データ等を読み込んだ際、DXF データ等のファイル名をユニ CAD のファイル名となるように 

改善しました。 

 

  外装サイディング  
●集計計算の設定に「項目複写」ボタンを追加しました。 

●従来の階毎の集計から、サイディング毎の集計へ切り替える設定ができるようになりました。 

  ●出隅・入隅役物をサイディングにあわせて変更できるようになりました。 

●上部メニュー[部材数量明細]-[全体の部材明細] で「集計処理の実行」を行った際、サイディングボードと出隅役物の 

管理コードが区別できるように、出隅役物の管理コードの末尾に「-D」が付加されるようになりました。 

 

  ハウストラ  
●重心・剛心位置および偏心率の範囲をワンクリックで表示できるようになりました。 

●桁梁の「Z 低減率」が任意の値に変更できるようになりました。 

「躯体荷重分布図」の画面で[梁の情報表示]ボタンを選択し、任意の梁をクリックすると表示される「梁の応力図」 

ダイアログにて変更ができます。 

●横架材のせん断に対する検定の内容が一覧表で表示されるようになりました。 

●土台プレートの登録および検討に対応しました。 

●土台のめり込みの検討を全数行うようになりました。 

●制震ダンパーの計算に対応しました。 
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  そ の 他  
●構造図:構造図の柱記号(下階柱・当階柱・上階柱)の表示を見直し、サイズも変更できるようになりました。 

●構造図詳細変換:柱伏図を構造図詳細変換出力する際の設定項目に「筋違」のレイヤーを追加しました。 

●ユーティリティ:電卓を表示している状態で「Ctrl＋C（コピー）」「Ctrl＋V（ペースト）」ができるようになりました。 

その他のすべてのアプリでも同機能が使用可能になっています。 

●構造チェッカー:構面の計算方法設定に「コの字型図面の計算方法」を追加しました。 

「床区画を二つに分割して計算」と「床倍率０の直交小区画として計算」から選択できます。 

●耐震チェッカー:補強計画モード時に、集計した補強部材のリストを CSV ファイルとして出力できるようになりました。 

 

  データ追加・修正 合計 1,300 点以上追加! 

●タカラ・LIXIL・Panasonic の住設部品（キッチン・浴室・洗面台）を約 90 点追加しました。 

●外構用の照明やカーポート、石油給湯器などの部品を約 140 点追加しました。 

●サンゲツの床・壁・天井仕様を約 570 点追加しました。 

●アイコットリョーワの床・壁・外壁仕様を約 280 点追加しました。 

●その他 KMEW・大建・ニチハ・旭トステム・トキワ産業・LIXIL の外壁・床仕様などを約 280 点追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


